
 
 

 
  

     

 

 

    

 

 

園庭のコスモスを植え直していると、ちゅうりっぷ組さん(2 歳児)の子どもたちが『何してるの～？』と声

をかけながら近寄ってきました。『コスモスが倒れちゃったから直してるんだよ』と伝えると、ひとりの男

の子が『何で倒れちゃったの？』と更に質問してきました。『風が強かったから倒れちゃったんだよ。 

かわいそうだね。』と答えると『かわいそうだね～』と言いながら、男の子はしばらく傍で見ていました。

すると『風でたおれちゃったんだよね。かわいそうだね。』と言いながら『これたべていいよ』と持ってい

た砂のおだんごを差し出してくれました。じっと見ながらも心が動いていたんですね。2 歳児の成長を感じ

たひとコマでした。 

少し経ってから、今度はゆり組さん(4 歳児)が園庭に降りてきて、やはり『なにしてるの？』と何人かが声

をかけてきたので、同じように答えると『手伝おうか？』と、さすが 4 歳児、頼もしい答えが返ってきまし

た。『大丈夫。ありがとう』と伝えるそばから、せっせと枯れ葉を拾ってくれる子がいたり、できることを

手伝おうとしてくれている姿がありました。年齢ごとに優しい気持ちが大きく育っていることをとても嬉し

く思いました。 

そしてこの話には続きがありました。次の日、ちゅうりっぷ組(2 歳児)の保育者が『聞いてください』と報

告にきたので聞いてみると『今日お散歩のときに木が倒れていたのを見て、A 君が“やのさんになおしても

らおう。やのさんに言っておいて”と何度も言ってたんです。』と言うので驚きました。A 君はまさに砂だん

ごをくれた男の子です。保育者にコスモスのエピソードを伝え、話がつながっていたことや子どものすごさ

を一緒に分かち合いました。ほんの小さな出来事であっても、子どもの中ではちゃんと繋がっていて言葉に

しているのだと改めて実感した瞬間でした。 

先日の台風で、多くの被害を画面を通して何度も目にするたびに、当たり前の日常が 

どんなに幸せなことなのかを痛感しています。特別なことではなく日々の中での小さな喜びを、 

これからも大切に重ねていきたいと思います。 

台風で被害にあわれた方々には心からお見舞いを申し上げるとともに、一日も早く復旧することを願います。 

 

 

今月のねがい               讃美歌 

＊木の実や落ち葉などの自然にふれる中で       どんどこどんどこ 

五感を通して季節を感じる。   

  ＊思いや主張を受け止めてもらいながら安心して生活する。 

園だより１１⽉号   
YMCA オリーブ保育園 
2019 年１１⽉１⽇ 発⾏ 
園⻑     ⽮野 久美 

 



 

１１月のスケジュール 

日にち 曜日 行事 

1 日 金 芋ほり遠足 ３・４・５歳 

 6 日 水 体操４・５歳 

7 日 木 身体測定･英語１･２歳 

11 日  月 礼拝 

12 日  火 収穫感謝クッキングデー(３・４・５歳) 

13 日  水 歯科検診 

14 日 木 英語４・５歳 

15 日 金 内科健診 

16 日 土 ＹＭＣＡチャイルドケア事業全体研修 

18 日 月 サッカー教室(５歳) 

19 日 火 避難訓練 (消防訓練)  

20 日 水 体操４・５歳 

21 日 木 英語２・３歳 

22 日 金 誕生会 

28 日 木 英語４・５歳 

 

 

 

 

 

 
 
 
   

 

 

お知らせ 

◆YMCA では台風 19 号･15 号による被災地支援として募金活動をおこなっております。 
オリーブ保育園でも募金箱を設置しております。ご協力をお願いいたします。 

◆ギターコンサートは都合により本年度より行わない事となりました。 
 

お願い 

◆感染予防の為、11 月より幼児クラスのコート類は用意してある袋にお入れ下さい。 

◆日没が早くなってきました。保育園の玄関前は歩道が狭いため、降園時に門から出る際は 

自転車にお気をつけください。 

    全体クッキングは 

収穫感謝クッキングデー 

★さくら組さんは１年前ゆり組の時に 

仕込んだ味噌を調理していただきます。 

★今年は乳児と幼児に分けてクッキング 

をします。 

食育 

本年度よりネーミングを 

 

とします 

 

 

 

 

★乳児クラスは各クラスごとに、野菜

に触れたりします。日程はクラスで異

なります。 

★1 日に 3,4,5 才で芋ほり遠足に行っ

てきます。後日、お芋を使って 

クッキングをします。クッキングの日

程はクラスごとに異なりますので、詳

細はボードでお知らせします。 

収穫感謝祭 

17 世紀の初めイギリス教会の激しい迫害を受けたクリスチャンの人々は、オランダに逃れました。そこで

も迫害されたため信仰の自由を求め、老朽船のメイフラワー号に乗って 120 名がアメリカを目指し大西洋

を渡りました。途中嵐にあったり水や食べ物の不足に悩みながら 3 ヶ月かかって厳冬のマサチューセッツ

州プリマスに上陸しました。寒さと餓えで 50 人がなくなりました。春になり近くに住むネイティブアメリ

カンたちが種を分けてくれたり農耕や狩猟の仕方を教えてくれ、秋に収穫が得られたことから彼らはネイテ

ィブアメリカンを招いて感謝の礼拝を捧げ食事をともにしたのが収穫感謝祭の始まりといわれています。 

私たちは毎日食べ物に不自由することなく生活していますが、その食べ物である穀物、野菜、果物を与えて

くださる神様に感謝し『収穫感謝クッキングデー』として子どもたちに伝える時を持ちたいと思います。 


